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A.研究目的 

早産児、特に極低出生体重児や消化管疾患・

心疾患があるハイリスク新生児にとって経腸

栄養の第一選択は児の母の母乳（以下｢自母

乳｣）である 1,2)。2019 年には日本小児医療保

健協議会（日本小児科学会、日本小児保健協会、

日本小児科医会、日本小児期外科系関連学会協

議会）栄養委員会より、｢早産・極低出生体重

児の経腸栄養に関する提言｣で、自母乳が得ら

れない場合、または使用できない場合の第一選

択として、母乳バンクで適切に安全管理された

ドナーミルク（以下「ドナーミルク」）を使用

すべきとの勧告が出された 3)。一方、2017 年

に日本母乳バンク協会が設立し安定的なドナ

ーミルク の提供体制構築が進められていると

ころであるが、2020 年末の時点でドナーミル

クの使用は 20 施設（国内に約 200 ある超低出

生体重児を取り扱う NICU施設の約 1/10）に留

まっていた。 

 2020 年度に本研究で実施したドナーミルク

利用施設へのアンケート調査結果から判明し

たドナーミルク普及の課題は主に 1.母乳バン

ク及びドナーミルクの周知、2.母乳バンクの利

用方法・施設の設備、3.ドナーミルクの取り扱

い方法であり、これらを解決することがドナー

ミルクの利用促進に結び付くと考えられた。

2021 年度に「ドナーミルク利用開始マニュア

ル」を作成し全国の NICU 施設に送付した。今

年度はマニュアル発行後の現場の使用感を反

映させるとともに、2022 年に 2 施設目の母乳

バンクが設立したことを受けて、利便性向上を

図るべく「母乳バンク利用開始マニュアル」と

してマニュアルを改訂し、ドナーミルクのさら

なる普及を図った。 

 

B.研究方法 

1. 昨年度作成した「ドナーミルク利用開始マ

ニュアル」の使用後の感想および運用上の不具

合を調査する。 

2. 2022 年に 2 施設目の母乳バンクが設立さ

れたことから、各母乳バンクの利用方法を調査

し可能な範囲で統一する。 

3. 1および 2の内容を盛り込み「ドナーミル

ク利用開始マニュアル」を改訂し「母乳バンク

利用マニュアル」を作成する。各母乳バンクの

ホームページ上で公開するとともに、希望する

NICU 施設に送付し、ドナーミルクの利用促進

を図る。 

4. マニュアル作成・改訂後の母乳バンク利用

施設の増加を確認する。 
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なお、本研究は研究分担者の所属施設である

東京都立小児総合医療センター研究審査委員

会での承認（2020b-144）を得て実施した。 

 

C.研究結果 

1. 「ドナーミルク利用開始マニュアル」を

利用して新たに母乳バンクの利用を開始した

施設からは次のような肯定的な意見が聞かれ

た。 

・ドナーミルクの必要性は理解していたが、

母乳バンクへのアクセス方法も問い合わせ方

法も分からず開始できずにいた。マニュアル

に沿ってスムースにバンクへ登録でき、ドナ

ーミルクを利用することが可能となった。 

・ドナーミルクの使用前に具体的な手順をイ

メージすることができ、自施設での手順書作

成や看護師との意志の共有が図りやすかった。 

・倫理審査用の申請書の雛型が附録されてお

り、倫理審査の労力が大幅に削減された。 

・付録の母乳バンクのガイドブックを説明に

用いることで親への説明と同意の取得がやり

やすかった。 

 一方で、2施設目の母乳バンクが設立された

後は、どちらのバンクを利用したらよいのか

分からないといった声が聞かれたため、バン

クの利用方法についての記載を改訂すること

とした。 

2. 先発の日本母乳バンク協会はドナーミル

クの処理能力が限界であり新規登録は困難で

あるため、新規の施設登録は原則として後発

の日本財団母乳バンクとすることが望ましい

と考えられた。2施設の会員登録方法、ドナー

ミルクのオーダー方法はほぼ同一であること、

母乳バンク協会で処理されたドナーミルクも

日本財団母乳バンクで保管され同施設から発

送されることから、これらを共通化してマニ

ュアルの記載を改訂することは可能と考えら

れた。 

3. マニュアルの「ドナーミルク利用のフロ

ーチャート」および「準備編」内の会員登録

についての記載を、「新規の会員登録は原則と

して日本財団母乳バンクとすること」を明記

し、登録先および連絡先のアドレスを記載し

た。「利用編」ついては不具合がなかったこと

から改訂を行わなかった。また、新しい母乳

バンクのガイドブック「ちいさく生まれた赤

ちゃんのためのドナーミルクを知っています

か？」が作成されたことを受け、「附録」に添

付していたガイドブックを差し替えた。PDF版

のマニュアルを各母乳バンクのホームページ

（日本母乳バンク協会：https://jhmba.or.jp 

/report.php 、 日 本 財 団 母 乳 バ ン ク ：

https://milkbank.or.jp/facility-registra

tion/）からダウンロード可能とするとともに、

希望する施設には冊子版を送付した。また、

2022 年 10 月及び 2023 年 2 月に開催された医

師・助産師・母乳育児支援者向けの研究会で

本マニュアルの内容と利用方法を解説し普及

を図った。 

4. 2023 年末の時点で、ドナーミルク利用施

設数は 68施設と 2020年末の 20施設から 3年

間で 3.4 倍に増加しており、着実に利用施設

が増加していることが確認された。 

 

D.考察 

2020 年度に実施したアンケート結果をもと

に、2021 年度に「ドナーミルク利用開始マニ

ュアル」を作成した。ドナーミルクの利用を開

始した施設からの感想では肯定的な意見が多

く寄せられ、一定の役割を果たしたものと考え

る。2022 年度には 2 施設目の母乳バンク設立

に伴い母乳バンクの利用方法の改訂を行い、利

便性の向上が図られたものと思われる。本研究

班の活動の成果によって今後母乳バンクのネ

ットワークの整備が進み、新たなバンクが設立

が続いた場合も、本マニュアルの軽微な改訂で

対応できるものと考える。 

 一方で、今回のマニュアルでも、昨年度から

の課題であったドナーミルクのコスト算定に

ついては盛り込めなかった。調整粉乳や母乳強

化パウダーなどの「食品」に準じて入院時食事

療養費を算定できるようになると母乳バンク

協会の年会費負担も賄える計算になり望まし

いと考える。民間企業に依存せず、公的機関に

よってバンクが運営されれば、そもそも会員年

会費が不要になるかもしれない。ドナーミルク

が必要な児に適切に提供できるようにするた

めには施設の費用負担を解決することが引き

続き今後の重要な課題である。 

 

E.結論 

 昨年度作成の「ドナーミルク利用開始マニュ



 

アル」および本年度作成の「母乳バンク利用マ

ニュアル」によって、ドナーミルクの使用方法

の標準化がなされた結果、利用が促進されてい

ることが確認された。今後新たな母乳バンクが

設立されても本マニュアルの修正によって対

応できるものと考える。 
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第 17 回医師のための母乳育児支援セミナー

（2022年 10月、東京） 

「「母乳バンク」って聞いたことがあります

か？～母乳が必要な赤ちゃんのために～」 

 

第 3回日本ラクテーション・コンサルタント協

会会員限定セミナー（2023年 2月、東京） 

「「母乳バンク」って聞いたことがあります

か？～母乳が必要な赤ちゃんのために～」 
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